
26
27
28

27
26

25
24

28m
27m
26m
25m
24m

26m

27m

28m

27m

26m

25m
24m

0 5m

28m

26m

24m

M.N.（磁北）

二

寺
田
川
古
墳

概

要

県
道
長
尾
稗
田
平
島
線

に
近
い
下
黒
田
の
丘
陵

上
に
あ
る
。
こ
の
丘
陵
上
に
は
ほ
か
に
低

墳
丘
の
二
基
の
円
墳
が
残
存
し
、
寺
田
川

古
墳
と
は
数
十
㍍
の
距
離
を
も
つ
。
お
そ

ら
く
累
代
の
墓
域
を
形
成
す
る
も
の
で
あ

ろ
う
。
か
つ
て
は
い
ま
一
基
が
存
在
し
た

と
い
う
。
昭
和
三
十
九
年
（
一
九
六
四
）

に
石
人
石
馬
研
究
会
に
よ
っ
て
一
部
発
掘

調
査
を
伴
う
石
室
実
測
作
業
が
な
さ
れ
、

玄
室
左
袖
に
頭
骨
片
・
�
、
そ
の
脇
に
円

筒
埴
輪
片
二
点
、
玄
室
奥
壁
左
隅
で
鉄
片

一
点
・
土
師
器
一
点
、
同
右
隅
で
土
師
器

片
一
点
が
出
土
し
た
と
い
う
が
、
出
土
品

の
所
在
・
詳
細
は
不
明
で
あ
る
（
小
田
富

士
雄
の
教
示
に
よ
る
）。

墳

丘

古
墳
は
現
在
竹
林
と

な
っ
て
い
て
、
墳
丘
の

変
形
も
進
ん
で
い
る
。
現
状
で
全
長
一
九

㍍
の
規
模
を
も
ち
、
周
溝
は
全
く
見
え
な

第４章 古 墳 時 代

図２―１２２ 寺田川古墳墳丘測量図（１／２００）
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M.N.

0 1m

27m

26m

25m

27
m

26
m

25
m

い
。
石
室
が
開
口
す
る
西
側
は
一
段
低
く

な
っ
て
お
り
、
南
側
の
墳
裾
と
な
る
標
高
二

五
・
二
五
㍍
の
ラ
イ
ン
を
追
う
と
後
円
部
径

は
約
一
二
㍍
と
な
る
。
主
体
部
奥
壁
が
現
状

の
後
円
部
の
中
心
付
近
に
位
置
す
る
こ
と
か

ら
本
来
の
規
模
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
周

溝
・
葺
石
・
埴
輪
は
見
え
な
い
。

主

体

部

単
室
の
横
穴
式
石
室
で
あ

る
。
現
状
で
は
前
面
が
大

き
く
崩
落
し
、
天
井
石
は
最
後
部
の
一
枚
が

残
存
す
る
だ
け
で
、
入
口
部
は
厚
く
埋
ま
っ

て
い
る
。
図
化
を
試
み
た
が
、
石
室
内
部
は

四
〇
�
以
上
の
土
砂
が
堆
積
し
、
特
に
入
口

付
近
は
袖
石
も
ほ
ぼ
す
べ
て
隠
れ
て
い
て
細

部
は
不
明
の
ま
ま
で
あ
る
。
現
状
の
床
面
規

模
を
見
る
と
、
長
さ
二
・
二
㍍
、
幅
は
奥
壁

で
二
・
二
㍍
、
前
端
付
近
で
約
一
・
五
㍍
、

高
さ
は
約
二
㍍
が
確
認
で
き
る
が
、
本
来
は

二
・
四
㍍
を
測
っ
た
と
い
う
。
石
材
は
最
下

段
に
比
較
的
大
型
の
腰
石
を
用
い
る
ほ
か
は

厚
さ
二
〇
�
内
外
の
小
型
の
石
材
を
積
み
上

げ
、
目
地
に
小
石
を
多
用
す
る
。
袖
石
の
前

図２―１２３ 寺田川古墳主体部実測図（１／４０）

第２編 先史・原始
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0 20cm

2

3

4

1

面
の
積
石
が
少
な
く
、
前
庭
部
は
未
発
達
な
よ
う
で
あ
る
。

平
面
規
模
に
比
し
て
高
さ
が
非
常
に
高
い
石
室
で
、
石
材
か
ら
見
て
も

六
世
紀
初
頭
前
後
に
比
定
で
き
よ
う
。

三

扇
八
幡
古
墳
（
県
指
定
史
跡
）

概

要

箕
田
地
区
西
側
の
低
丘
陵
上
に
造
ら
れ
た
前
方
後
円
墳

で
、
後
述
す
る
箕
田
丸
山
古
墳
と
は
二
〇
〇
㍍
ほ
ど
の

距
離
を
も
つ
。
前
方
部
端
の
一
部
が
社
殿
で
破
壊
さ
れ
る
ほ
か
は
美
し
い

姿
を
残
し
て
い
る
こ
と
か
ら
県
史
跡
に
指
定
さ
れ
て
い
る
が
、
平
成
十
六

年
の
台
風
に
よ
り
巨
木
が
倒
壊
し
、
墳
丘
が
痛
ん
だ
こ
と
は
残
念
で
あ

る
。
発
掘
調
査
は
な
さ
れ
た
こ
と
が
な
く
、
埋
葬
部
は
不
明
で
、
出
土
品

の
伝
来
も
な
い
。
円
筒
埴
輪
が
採
集
さ
れ
て
お
り
、
墳
丘
の
一
部
に
は
葺

石
も
散
見
で
き
る
。

墳

丘

主
軸
を
ほ
ぼ
南
北
方
向
に
と
り
、
全
長
約
五
八
・
四

㍍
、
後
円
部
は
直
径
三
六
㍍
、
高
さ
約
七
㍍
、
前
方
部

は
最
大
幅
四
九
㍍
、
高
さ
約
五
㍍
で
、
周
囲
に
は
幅
三
〜
五
㍍
の
周
濠
が

巡
る
。
更
に
周
濠
の
外
側
に
は
周
堤
と
呼
ば
れ
る
高
ま
り
が
付
設
さ
れ
て

い
て
、
周
堤
の
外
側
ま
で
含
め
る
と
全
長
八
二
・
五
㍍
を
測
り
、
町
内
最

大
の
庄
屋
塚
古
墳
に
次
ぐ
規
模
で
あ
る
。

周
堤
南
側
の
一
部
が
張
り
出
し
た
よ
う
に
な
る
こ
と
か
ら
、
筑
紫
君
磐

井
の
墓
に
比
定
さ
れ
る
八
女
市
岩
戸
山
古
墳
の
「
別
区
」
と
呼
ば
れ
る
区

画
と
の
類
似
性
が
指
摘
さ
れ
た
が
、
未
発
掘
の
た
め
そ
う
し
た
構
造
の
有

第４章 古 墳 時 代

図２―１２４ 扇八幡古墳出土埴輪実測図（１／５）（３のみ『八雷古墳』より転載）
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